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6月の出来事
●時　事
  1日  改正道交法施行ガソリン170円台に
  2日  梅雨入り
  4日  07年出生率1.34、出生数は減少
  7日  スピード水着日本新続々、世界新も
14日  岩手・宮城内陸地震　震度6強

●山梨県中央会ニュース
  7日  「中小企業の森」整備事業
  ［委員会開催］
　　    12日 工業、17日 税制、18日 商業、
　　    19日 組織、環境、20日 労働、
　　    23日 金融、25日 総合政策
25日  正副会長会議、青年中央会通常総会
26日  中央会女性部会通常総会
　　   事務連絡協議会通常総会

7月の予定
17日  関ブロ中央会会長会議

2面　中小企業白書2008年度版/息吹
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブ組合
5面　地域力連携拠点事業スタート
  　　中小企業の森整備作業
6面　教えて○○!!
  　　商工中金からのお知らせ
7面　今月のオススメ!?/情報BOX
8面　情報BOX

1．中小企業の研究開発等の支援策拡充と支援  
　 金融の実効性確保
　中小製造業が新分野進出・新商品開発などを行う
ための諸施策について、個々企業の計画づくりの支
援体制を強化するとともに、研究開発や事業化を行
う際の支援策の拡充と弾力的運用を図ること。
　特に、支援策としての金融は実効性に欠けるため、
有利性を設けるなどして支援を確保すること。

2．官公需発注権の地方への委譲等について
　国の地方支分部局等について、官公需発注権限の
限度額の引き上げと発注権委譲などの積極的な措
置を講ずること。
3．資源・原材料の高騰防止策について
　長期的な資源・原材料の価格安定化策や構造誘導
政策を講ずるとともに、円滑な価格転嫁に資するた
め下請取引適正化（優越的地位の濫用防止策）の実
効性確保等をより厳正に推進すること。

1．技術・技能の伝承と人材育成
　国内のものづくりの振興と海外への技術や企業
の移転をくい止め、経済の活性化を果たすためにも、

能力開発等の支援策のより充実を図ること。また、
産地組合等が技術・技能の伝承を行うため、共同し
て人材育成を行うための支援策を講ずること。

1．中小企業金融対策の充実
　中小企業の資金需要に応えるため、以下の措置を

講ずること。

（1）低金利融資制度活用のための支援と低金利活用

貸付限度額の拡大、返済期間の延長、無担保・無

保証貸付制度の拡大

（2）信用保証協会の信用保証料率を弾力化する、リ

スク考慮型保証料体系は、中小企業者の定性要

因を加味し平均料率に拘らない実質的な保証低

料率を選定できるように、国からの支援を望む

2．高度化事業の貸付条件等の緩和
　高度化融資について、現行の金利の更なる引き下

げ及び既往貸付についても同一低金利をもって適

用すること。

1．景気対策の強力な実施と中小企業政策の充実・
　強化
　地域経済の中心となる中小企業は、金融市場の混
乱や原油・原材料等の高騰など外的要因に翻弄され
経営体力は疲弊し、不当な経済システムの蔓延に有
効な対応策を講ずることができない政治・経済体制
への怒りは限界に達している。
　ついては、地域経済の活性化を図るため、中小企

業を対象とした景気対策を強力に実施すること。
　また、平成21年度予算編成にあたっては、中小企
業対策予算を大幅に増額するなど、中小企業対策全
体を拡充すること。
　さらに、国は、中小企業連携組織対策を中小企業
施策の重要な柱として位置付けを強化し、同対策の
拡充・強化に万全を期すること。

1．エコアクション21の認証取得に関する支援
　 の拡大
　エコアクション21の認証取得が向上するよう制
度の周知を始めとする国等による支援策の拡大を

要望する。
　また、中小企業の環境配慮型経営の促進が求めら
れる中、全国中小企業団体中央会において環境に特
化した委員会組織を設置する。

１．商店街等商業集積の再整備
　 （まちづくりと小売商業支援）
（1）商店街への来街者増加策として有益な（コミュ

ニティバス・駐車場）施設の設置、また、公共性の

高い（アーケード、コミュニティ施設、歩道、植栽）

共同施設の保守・修繕にかかる費用についても

助成対象となるよう、“中小商業活力向上事業”

における「施設整備事業」を拡充強化すること。

（2）共同施設等の借入金償還のために生じる所得（返

済原資としての賦課金収入と減価償却費との差額）

への非課税措置を創設すること。

2．大規模集客施設等に対する地域貢献条件の
　 義務づけ
　地域が一体となって新しいまちづくりを進める

ため、大規模集客施設等の開発・出店の際に地方自

治体が行うゾーニング（立地規制）や広域調整に加え、

地域貢献に関する一定の条件を条例やガイドライ

ンに規定することを義務づける。

1．中小企業の経営基盤強化のための税制の拡
　 充
（1）消費税の見直しにあたり、景気回復の動向及び

中小企業者の経営実態を十分に勘案したうえで
議論を尽くし、拙速に税率の引き上げを行わな
いこと。
また、中小企業者の事務負担を考慮し、納税手続
などの簡素化を図ること。

（2）中小企業の経営基盤の強化を図るために中小企
業関係税制を拡充するとともに、企業間の格差

是正や中小企業組合に関連する諸税制を拡充す
ること。
①中小法人に対する法人税の軽減税率の引き下げ.
所得範囲の引き上げ

②中小個人企業に対する事業主報酬制度の創設
③中小企業組合の法人税率の引き下げ
④火災共済協同組合の地震火災費用見舞金、地
震見舞金に対する税制措置の創設

⑤国産果実使用ワインに対する酒税の軽減税率
制度の導入を図ること

　官公需や指定管理施設などの安定的な受注が中
小企業にとって経営基盤の強化につながることを
考慮し、協同組合などの中小企業の連携組織を活用
した地域経済の振興策として、以下の施策を講じる
こと。
（1）官公需の発注にあたっては、地方公共団体ごと

に中小企業向け発注目標の設定や地元中小企業
の受注確保が可能となるような施策を講じること。

あわせて、地域内の官公需適格組合への受注確
保につながる施策を講じること。

（2）協同組合が指定管理者として事業展開を行う場
合に、組合員の関与が少ない場合であっても組
合員への受注配分が可能な場合には「直接奉仕
の原則」や「員外利用の制限」などの弾力的運用
ができるような措置を講じること。

　
６
月
12
日
か
ら

組
織
、金
融
、税
制
、

労
働
、商
業
、工
業
、

環
境
の
７
委
員
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
第
１
回

委
員
会
を
開
催
し
、

11
月
20
日
に
宮
城

県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
る
第
60
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
へ
の
提
出

議
案
を
決
定
し
た
。

　
さ
ら
に
、６
月
25
日
に
は
、総
合
政
策
委
員
会
を
開

催
し
、７
委
員
会
で
決
定
し
た
議
案
の
報
告
を
受
け
、

総
合
的
な
提
出
議
案
を
決
定
し
た
。
山
梨
県
中
央
会

と
し
て
、
総
合
政
策
１
項
目
、
組
織
１
項
目
、
金
融
２

項
目
、税
制
１
項
目
、労
働
１
項
目
、商
業
２
項
目
、工

業
３
項
目
及
び
環
境
１
項
目
の
12
項
目
を
提
出
す
る
。

各
委
員
会
で
決
定
し
た
内
容
は
、下
記
の
と
お
り
。

　
こ
れ
ら
の
提
案
事
項
は
、
７
月
17
日
の
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会
会
長
会
議（
静
岡
県
）で
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
後
、
全
国
大
会
に
て
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
に
よ
る
国
に
対
す
る
本
年
度
要
請
活
動

に
向
け
た
要
望
事
項
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

あいさつをする内藤会長

各委員会代表者による総合政策委員会
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○中小企業の労働生産性の水準は、大企業と比べて低い。
○業種別では、大企業・中小企業ともに小売業や飲食店・宿泊業の労働生産性の
　水準が低い。

労働生産性の水準

資料：経済産業省「企業活動基本調査」、厚生労働省「毎月勤労統計調査」再編加工
(注)   2005年度における労働時間1時間当たりの付加価値額を示している。
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○「情報通信業」、「医療、福祉」といった業種の開業率が高くなっている。

業種別開廃業率

資料：総務省「事業所・企業統計調査」
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継
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は
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な
り

　
人
を
諭
す
の
に
よ
く
口
に
す
る
言
葉
に
、「
継
続
は
、

力
な
り
」の
格
言
が
あ
り
ま
す
。こ
の
格
言
の
出
典
が
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
広
島
で
活
動
し
た
住
岡
夜
晃

と
い
う
宗
教
家
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
、あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。彼
は
、広
島
県
の
山
村
で
生
ま
れ
、小
学

校
教
員
を
９
年
間
勤
め
た
後
、職
を
な
げ
う
っ
て
親
鸞

の
教
え
を
説
く
こ
と
に
そ
の
54
年
の
生
涯
を
捧
げ
ま

し
た
。
今
回
は
、
経
営
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
だ
と
思
い
彼
の
詩
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
青
年
よ
　
強
く
な
れ
　
牛
の
ご
と
く
、
象
の
ご
と

く
、
強
く
な
れ
　
真
に
強
い
と
は
、
一
道
を
生
き
ぬ

く
こ
と
で
あ
る
　
性
格
の
弱
さ
悲
し
む
な
か
れ
　

性
格
の
強
さ
必
ず
し
も
誇
る
に
足
ら
ず
　
念
願
は

人
格
を
決
定
す
　
継
続
は
力
な
り
　
真
の
強
さ
は

正
し
い
念
願
を
貫
く
に
あ
る
　
怒
っ
て
腕
力
を
ふ

る
う
が
ご
と
き
は
弱
者
の
至
れ
る
も
の
で
あ
る
　

悪
友
の
誘
惑
に
よ
っ
て
堕
落
す
る
が
ご
と
き
は
弱

者
の
標
本
で
あ
る
　
青
年
よ
強
く
な
れ
　
大
き
く

な
れ
」

「
平
凡
で
も
い
い
　
一
筋
道
を
ゆ
け
　
職
業
で
も
　

勉
強
で
も
　
信
仰
で
も
　
た
だ
一
本
道
を
走
っ
て

ゆ
け
　
一
心
に
な
っ
た
時
　
何
か
が
で
き
る
　
一

本
道
に
な
っ
た
時
　
腰
が
き
ま
る
　
腰
が
き
ま
っ

た
時
　
そ
の
心
に
輝
き
が
出
る
　
輝
く
心
は
悦
び

を
感
じ
る
　
一
つ
の
念
が
生
ま
れ
る
　
何
年
続
き

ま
し
た
　
10
年
続
い
た
と
聞
く
時
に
　
そ
の
中
心

に
は
誰
か
が
い
る
　
一
本
道
を
歩
ま
ず
に
は
い
ら

れ
ぬ
誰
か
が
い
る
　
幾
度
も
熱
涙
を
か
み
し
め
て

　
す
べ
て
を
忍
ん
だ
人
が
あ
る
　
中
心
人
物
が
い

て
　
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
な
ん
で
も
や
る
　
一

心
に
や
る
　
腰
掛
け
気
分
や
　
名
利
の
た
め
に
動

く
者
に
大
し
た
人
物
は
なな
い
」

今般、経済産業省中小企業庁が、「平成19成1 年度中小企業の動向」及び「平成9年 20成2 年度中小企業施策」（中小企業白書）をとりまとめましたので、概要を報告します。0年

  第第 第 第11第1第1部部1部1部  2007  2007部 部 年度における中小企業の動向年度における中小企業の動向7年7年
　2007年度、原油・原材料価格の高騰、改正建築基準法施行後の建築着工件数の減

少が発生し、これらの影響を背景として、中小企業の業況が悪化している状況を示す。

　しかし、現在の6年を超える景気回復局面において、中小企業の多くは回復の実感

に乏しく、業種間・地域間で回復にばらつきがある背景には、原油価格の高騰等の突

発的、循環的な要因だけでなく、中小企業が大企業に比べて民間消費により大きく

依存しており、近年の雇用・所得環境の変化に伴って民間消費が伸び悩んでいるこ

と等の構造的な要因が存在する点を指摘。

 第2部  中小企業の生産性の向上に向けて
　我が国の少子高齢化・人口減少が進展する中、持続的な経済成長を図るためには、

労働生産性の向上が必要である。こうした観点から、中小企業の労働生産性の現状

とその向上のための課題を示す。

1．労働生産性の現状
　中小企業の労働生産性の水準や伸びを統計データを用いて示すとともに、中小

企業が取り組むことが重要な課題を探る。

2．サービス産業の課題2．
　我が国経済で大きな比重を占める中小サービス産業に焦点を当て、サービスの

付加価値向上のために必要な取組、効率化に向けた取組、人的資本の蓄積等にお

ける課題を示す。

3．ＩＴの活用
　ＩＴは労働生産性向上を図る上で重要なツールであるが、中小企業におけるＩ

Ｔ資本の蓄積が遅れている実態や、中小企業がＩＴを活用していく上での人材確

保や投資コスト負担等の課題を示す。

4．グローバル化への対応
　中小企業のグローバル化への対応が進展する中で、輸出や海外展開が労働生産

性の向上に寄与する可能性を示すとともに、中小企業が輸出や海外展開を行う上

で直面する課題を示す。

 第3部  地域経済と中小企業の活性化
　地域間で景況感にばらつきが生じている中で、地域経済の活性化が重要な課題。

こうした認識の下、開廃業の動向、中小企業の事業再生、小規模企業、地域金融機関

との関係、外部主体との連携の現状を示すとともに、中小企業の活力を発揮させる

ために必要な課題を把握する。

1．開廃業の動向、中小企業の事業再生、小規模企業の活性化
　地域別の開廃業の状況から地域経済の厳しい状況を示すとともに、中小企業の

事業再生の現状と課題や、小規模企業の実態とその活性化を図るための課題を示

す。

2．地域における中小企業金融の機能強化
　中小企業金融の実態や特徴を示すとともに、担保や保証に過度に依存しない融

資の拡大に向けた地域金融機関・中小企業の課題等、地域の中小企業金融の機能

強化のための課題を示す。

3．中小企業のネットワーク形成
　中小企業が経営資源の補完のために外部の主体と形成しているネットワーク

に焦点を当て、企業間連携、産学官連携、農商工連携の現状と課題を示すとともに、

商店街とコミュニティビジネスの連携の動きを分析。
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データから見た業界の動き（平成20年5月分）

収益状況
2007年5月

景況感
2007年5月

売上高
2007年5月

2008年5月 2008年5月2008年5月

減少
36%

不変
46%

増加
18% 悪化

42%
不変
44%

好転
14%

悪化
38% 不変

58%

好転
4%

減少
70%

不変
24%

増加
6%

悪化
66%

不変
28%

好転
6%

悪化
62%

不変
38%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年5月分）

    

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
回
は
各
業
界
、
組
合
に
お
い

て
平
成
20
年
度
に
計
画
、
ま
た
は

実
施
を
始
め
た
「
新
規
事
業
へ
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

旅
館
業
界
で
は
「
外
国
人
研
修
生

受
入
事
業
と
し
て
組
合
で
中
国
か

ら
46
名
の
研
修
生
受
入
れ
を
始
め

た
」
業
界
で
初
の
試
み
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
自
動
車
整
備
業

界
は
「
車
検
時
に
ユ
ー
ザ
ー
に
無

償
提
供
し
て
い
る
代
車
の
レ
ン
タ

カ
ー（
有
償
化
）を
推
進
し
て
い
く
」、

道
路
貨
物
運
送
業
界
は
「
同
業
の

協
力
会
社
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
隣
接
県
の
荷
主
企
業
の
新

規
開
拓
を
計
画
し
て
い
る
」
と
の

コ
メ
ン
ト
が
届
い
た
。
ま
た
、
住
宅

建
設
業
界
か
ら
は
「
住
宅
展
示
場

を
建
設
し
、
成
約
増
に
繋
げ
た
い
」

と
す
る
意
欲
的
な
回
答
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、「
新
規
事
業
を
行
わ
な
い
・

計
画
し
て
い
な
い
」
と
回
答
の
あ

っ
た
業
界
の
多
く
は
、
原
油
高
騰

に
よ
る
原
材
料
、
燃
料
、
仕
入
価
格

等
の
値
上
が
り
に
よ
る
業
況
の
悪

化
と
今
後
の
景
気
不
透
明
感
が
背

景
に
あ
る
こ
と
が
、
情
報
連
絡
員

の
コ
メ
ン
ト
か
ら
推
察
で
き
、
景

気
低
迷
の
長
期
化
が
各
業
界
に
及

ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
Ｏ
Ｅ

Ｍ
製
品
が
好
調
。
上
海
で
行
わ

れ
た
県
産
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
の
展
示
会
に
出
展
し
、
現
地

企
業
か
ら
の
引
き
合
い
が
あ
り
、

輸
出
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
衣
替
え

の
6
月
の
商
機
を
期
待
し
た
い

が
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
話
題
が
先

行
し
て
ネ
ク
タ
イ
は
厳
し
い
。

他
分
野
へ
の
進
出
を
考
慮
し
た

り
、
原
油
高
の
影
響
で
、
時
短
を

始
め
る
会
社
も
出
て
き
て
い
る
。

●
印
刷
／
6
月
か
ら
用
紙
の
値
上

げ
が
実
行
さ
れ
る
が
、
印
刷
料

金
に
価
格
転
嫁
が
出
来
な
い
。

●
窯
業（
砂
利
）
／
例
年
4
分
の
1

特
定
砂
利
採
取
の
許
可
が
遅
れ
、

5
月
下
旬
か
ら
の
開
始
と
な
っ

た
た
め
、
各
社
と
も
原
材
料
の

調
達
に
苦
慮
し
た
。
固
定
先
へ

販
売
す
る
骨
材
も
な
く
な
り
、

他
社
か
ら
購
入
す
る
状
況
ま
で

落
ち
込
み
、
資
金
繰
り
等
も
悪

化
し
て
い
る
。

●
電
気
機
器
／
原
油
高
騰
に
よ
り
、

原
材
料
を
は
じ
め
種
々
の
仕
入

価
格
が
上
昇
し
苦
戦
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
よ
り
、
輸

出
物
件
が
著
し
く
減
少
し
て
い

る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
貴
金
属
加

工
技
術
を
持
つ
職
人
が
減
少
し

て
お
り
、
大
手
は
海
外
へ
の
生

産
拠
点
を
移
し
て
い
る
が
、中
小
・

零
細
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
問

題
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
事
務
機
文
具
）／
文
具
事

務
用
品
は
耐
久
性
の
問
題
で
、

中
国
か
ら
日
本
国
内
で
の
生
産

に
切
り
替
え
る
メ
ー
カ
ー
が
多

く
な
っ
て
き
た
。

●
卸
売（
衣
料
品
）／
春
物
の
原
価

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
増
加

分
を
販
売
価
格
に
上
乗
せ
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
、
収
益
は

低
下
し
て
い
る
。
販
売
そ
の
も

の
は
ま
ず
ま
ず
で
あ
る
が
、
利

益
の
確
保
が
難
し
い
状
況
。

●
小
売（
食
肉
）／
世
界
的
穀
物
・
原

油
価
格
の
高
騰
の
影
響
で
鶏
肉

価
格
は
売
価
に
転
嫁
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
り
、
豚
肉
に
関
し
て

も
出
荷
頭
数
の
減
少
で
枝
肉
価

格
が
高
値
安
定
を
し
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
暫
定
税
率
復
活

に
伴
う
値
上
げ
と
原
油
価
格
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
含
め
、
ガ

ソ
リ
ン
30
円
／
ℓ
、
軽
油
22
円

／
ℓ
と
大
幅
な
値
上
げ
と
な
っ

た
。
6
月
は
、
原
油
の
急
騰
と
為

替
レ
ー
ト
の
円
安
ド
ル
高
と
い

う
二
重
の
コ
ス
ト
増
に
よ
り
、

元
売
り
各
社
は
更
に
13
円
以
上

の
大
幅
な
値
上
げ
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

●
宿
泊
業
／
原
油
高
や
原
材
料
費

高
騰
に
よ
る
各
種
商
品
価
格
の

高
騰
は
一
般
消
費
を
鈍
ら
せ
、

い
わ
ゆ
る
余
力
分
で
の
消
費
行

動
と
し
て
の
旅
行
は
影
響
を
受

け
や
す
い
。

●
美
容
業
／
材
料
費
は
平
均
２
割

増
。
昨
年
秋
頃
２
か
月
に
１
回

で
あ
っ
た
来
店
頻
度
が
平
均
３

か
月
に
１
回
と
な
っ
て
お
り
、

売
上
は
徐
々
に
減
少
し
て
き
て

い
る
。

●
一
般
廃
棄
物
処
理
／
主
に
中
国

市
場
の
影
響
を
受
け
、
製
鋼
原

料
費
は
変
動
が
大
き
く
仕
入
れ

に
苦
慮
し
て
い
る
。
製
紙
原
料

の
卸
価
格
は
下
降
傾
向
に
あ
り
、

上
昇
は
見
込
め
な
い
。

●
建
設
業（
総
合
）／
道
路
特
定
財

源
の
廃
止
期
間
に
道
路
建
設
以

外
に
も
同
財
源
が
投
入
さ
れ
て

い
る
農
水
省
の
工
事
や
治
水
工

事
ま
で
も
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
、

年
度
初
め
の
発
注
工
事
量
が
極

端
に
減
少
し
、大
打
撃
と
な
っ
た
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
木
造
建
築
の

建
築
確
認
は
お
り
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
中
高
層
の
鉄
骨
・
鉄
筋

造
の
建
物
の
建
築
確
認
は
相
変

わ
ら
ず
遅
れ
て
お
り
、
そ
の
上

資
材
の
高
騰
な
ど
も
あ
り
、
建

設
計
画
自
体
を
白
紙
に
戻
し
て

し
ま
う
事
例
も
増
え
て
い
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
燃
料
価
格

の
異
常
と
も
い
え
る
高
騰
が
、

一
企
業
の
経
営
努
力
で
や
り
過

ご
せ
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
稼
働
率

の
伸
び
な
い
車
両
の
整
理
や
労

働
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
人

員
整
理
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。

　全業種でのDI値をみると、売上高は－64（前4（4（
年同月比－46）、収益状況は－60（前年同同月
比－32）、景況感は－62（前年同月比－288）8
と前年同月を比較して、全ての項目で大幅幅
に悪化していることが分かる。この内訳
として業種別でみると、製造業のDI値では、、
売上高は－70（前年同月比－75）、収益
状況は－60（前年同月比－35）、景況感
は－55（前年同月比－25）となっている。。
また、非製造業におけるDI値でも、売上高
は－60（前年同月比－27）、収益状況は－6060
（前年同月比－30）、景況感は－67（前年同月比－30）となっており、
製造業、非製造業ともに全項目において悪化している。　こうした結
果は、原油高騰による経営環境の悪化と、こうした状況が当面続くで
あろうとする、先行きへの不安感が大きく影響している。企業で、原
材料、仕入価格等の上昇によるコスト圧力が増す中で、効果的な打開
策もないまま、出口の見えない厳しい状況が続いている。

　�

山
梨
県
事
務
機
文
具
商�

協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
中
川 

良
一 

氏
万年筆を修理する中川氏

業
界
の
景
況
は
？

　
景
気
は
あ
ま
り
良
く
な
い
で
す
。
文
具
の
景
気
と
い
う
も

の
は
、
産
業
の
発
展
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
産
業
が

元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
企
業
は
経
費
縮
小
を
検
討
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
筆
記
用
具
、
机
等
の
文
具
製
品
の
使
用
サ
イ
ク

ル
は
非
常
に
長
く
な
り
、
当
業
界
へ
影
響
が
出
て
く
る
の
で

す
。
今
は
産
業
の
発
展
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
界
内
の
動
き
と
し
て
は
、
文
具
の
販
売
品
が
中

国
等
の
海
外
製
か
ら
日
本
製
へ
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
以
前
、
海
外
製
は
安
く
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
使
っ
て
み
る
と
使
い
づ
ら
く
、
ま
た

壊
れ
や
す
い
も
の
も
中
に
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
日

本
の
文
具
メ
ー
カ
ー
は
性
能
を
ア
ッ
プ
し
、
ま
た
新
製
品
の

発
売
サ
イ
ク
ル
を
早
め
、
海
外
製
に
は
ま
ね
で
き
な
い
製
品

を
作
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
が
、
こ
の
現
象
を
生
み
出

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
文
具
と
は
『
気
持
ち
』
を
左
右
し
ま
す
。
使
い
や
す
い
文
具

は
脳
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
が
、

使
い
づ
ら
い
文
具
は
、
気
持
ち
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
、
精
神
を

不
安
定
に
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
も
、

こ
の
現
象
の
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
展
開
は
？

　
今
後
は
、
若
い
方
々
（
後
継
者
等
）
の
育
成
を
行
っ
て
い
き
、

そ
の
方
々
が
文
具
業
界
を
飛
躍
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
私
た
ち
が
他
団
体
等
と
の
折

衝
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
も
永
遠
に
は

業
界
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
若

い
方
々
に
未
来
を
託

し
、
私
た
ち
は
フ
ォ

ロ
ー
等
を
し
な
が
ら

見
守
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。若
い
方
々

に
は
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
頂
き
、

大
い
に
失
敗
し
、
そ

こ
か
ら
何
か
を
掴
ん

で
い
っ
て
欲
し
い
で

す
。
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山梨県時計宝飾眼鏡商業協同組合

山梨県電機商業組合

玉穂商業開発協同組合

微調整を行う会員

地デジ VS アナログ

店舗内のパティオで遊ぶ子供たち

イツモア玉穂側から見た施設外観

会場風景

デジタル110番PR

　
山
梨
県
時
計
宝
飾
眼
鏡

商
業
協
同
組
合
甲
府
支
部

（
金
丸
豊
富
支
部
長
）は
、「
時

の
記
念
日
」
の
６
月
10
日

に
笛
吹
市
石
和
町
「
社
会

福
祉
法
人
エ
レ
ガ
ロ
ー
ザ

石
和
」を
訪
問
し
た
。

　
日
頃
使
い
慣
れ
た
腕
時

計
、
置
き
時
計
の
電
池
交

換
を
は
じ
め
眼
鏡
、
補
聴

器
の
調
整
や
洗
浄
を
無
料

で
行
っ
た
。

　
会
場
に
入
る
と
き
は
少

し
緊
張
気
味
の
高
齢
者
も
、

眼
鏡
を
洗
浄
し
て
も
ら
い

掛
け
具
合
な
ど
丁
寧
な
対

応
に
い
つ
し
か
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
た
。
ま
た
、
長
年
の
経
験
と
高

度
な
修
理
技
術
で
、動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
計
や
補
聴
器
の
微

調
整
を
す
る
手
元
に
訪
れ
た
高
齢
者
の
目
が
注
が
れ
た
。

　
時
の
記
念
日
は
、天
智
天
皇
が「
漏
刻（
水
時
計
）」を
設
置
し
た
６
月

10
日
を
選
定
し
、「
時
間
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
る
日
」と
意
義
づ
け
た
。

　
し
か
し
、私
達
の
生
活
環
境
は
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
化
さ
れ
、「
時
」へ

の
意
識
は
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
時
計
自
体
も
、
機
械
式
か

ら
ク
ォ
ー
ツ
式
、現
在
で
は
、10
万
年
に
１
秒
の
誤
差
と
い
う
高
い
技
術

力
を
要
す
る
電
波
時
計
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
若
者
や
主
婦
な
ど
、
腕
時
計
に
変
わ
っ
て
携
帯
電
話
が
そ
の

役
割
を
担
い
始
め
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、組
合
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
箪
笥
や
机
の
引
き

出
し
に
止
ま
っ
て
い

る
時
計
は
、あ
り
ま
せ

ん
か
。電
池
式
時
計
の

場
合
、止
ま
っ
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
電
池

が
劣
化
し
、内
部
の
部

品
を
痛
め
る
一
番
の

原
因
に
な
り
ま
す
。思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
大
切
な
時
計
。

是
非
、電
池
を
外
し
て

保
管
し
て
下
さ
い
。

　
山
梨
県
電
機
商
業
組
合

（
天
野
一
光
理
事
長
）
は
、

平
成
20
年
６
月
７
日
〜
８

日
中
央
市
に
あ
る
オ
ギ
ノ

リ
バ
ー
シ
テ
ィ
ふ
れ
あ
い

広
場
に
お
い
て
、「
デ
ジ
タ

ル
1
1
0
番
」
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
、
総
務
省
関
東

総
合
通
信
局
、
デ
ジ
タ
ル

振
興
協
会
、
山
梨
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会

等
と
連
携
し
て
行
わ
れ
、

２
日
間
で
約
1,
0
0
0

名
が
来
場
し
た
。

　
2
0
1
1
年
７
月
24
日

か
ら
始
ま
る
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
向
け
て
、
受
信

方
法
の
解
説
や
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
来
場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
1
1
0
番
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

を
買
っ
た
が
、
映
ら
な
い
。
」「
部
屋
に
よ
っ
て
映
り
が
良
く
な
い
。
」
な

ど
、1
0
0
件
ほ
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
デ
ジ
放
送
へ
の
認
知
度
は
92
・
2
%
、
そ
の

具
体
的
な
終
了
時
期
の
認
知
度
は
64
・
7
％
と
高
ま
っ
て
き
て
は
い

る
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
受
信
機
の
世
帯
普
及
率
は
43
・
7
％

と
低
調
で
あ
る
。

　
「
2
0
1
1
年
７
月

を
目
前
に
、
地
デ
ジ
対

応
テ
レ
ビ
へ
の
需
要
が

高
ま
り
設
定
工
事
な
ど

追
い
つ
か
な
く
な
り
、

お
客
様
に
迷
惑
が
か
か

る
の
で
は
な
い
か
」
と

天
野
理
事
長
は
、
懸
念

し
て
い
た
。

　
安
心
し
て
取
付
や
操

作
等
の
相
談
が
で
き
、

な
お
か
つ
定
額
料
金
の

シ
ス
テ
ム
『
デ
ジ
タ
ル

１
１
０
番
山
梨
』に
是
非
、

お
気
軽
に
、
ご
相
談
下

さ
い
。

　
玉
穂
商
業
開
発
協
同
組
合

（
河
野
恒
男
理
事
長
）
は
、
こ

の
た
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
当
組
合

は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
型

共
同
店
舗
（
愛
称
‥
サ
ン
・
グ

リ
ー
ン
・
フ
ァ
ン
テ
）
と
し
て

平
成
６
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
。

現
在
は
、
飲
食
業
を
中
心
に

構
成
さ
れ
、
ロ
の
字
型
に
四

方
を
店
舗
に
囲
ま
れ
た
パ
テ

ィ
オ
（
中
庭
）
形
式
と
な
っ
て

お
り
、
中
心
に
は
噴
水
が
設

置
さ
れ
、
来
街
者
が
く
つ
ろ

げ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
設
け
て
お
り
、
地
域
住
民
な
ど

が
多
目
的
に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
と
し
て
多
種
多
様
な
文
化
活
動
の

拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
先
月
12
日
に
ロ
ッ
ク

タ
ウ
ン
山
梨
中
央
Ｓ
Ｃ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
玉
穂
地
区
の
商
圏
が
活
気

づ
く
の
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
内
容
は
、
組
合
の
概
要
、
貸
し
ホ
ー
ル
・
会

議
室
な
ど
の
施
設
利
用
案
内
、店
舗
の
紹
介
、ブ
ロ
グ
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ロ
グ
方
式
で
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
各
店
か
ら
の
発
信
及
び
更
新

が
容
易
と
な
り
、
利
用
し
や
す
く
、
閲
覧
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

　
今
後
は
、
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
や
貸
し
ホ
ー
ル
・
会
議
室
な
ど
の
情

報
、イ
ベ
ン
ト
・
割
引
チ
ケ
ッ
ト
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
情
報
な
ど

旬
の
情
報
を
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
組
合
の
店
舗
は
イ
ツ
モ
ア
玉

穂
店
と
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
間
に

位
置
し
、
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
オ

ー
プ
ン
で
人
の
流
れ
が
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
営
業
時
間
の
変

更
等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
リ

ピ
ー
ト
客
・
固
定
客
を
取
り
込

め
る
よ
う
大
型
店
と
の
共
存
共

栄
を
目
指
し
て
い
く
方
針
。

※
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
い
た
だ
い
た
方
に
は
、特
別
サ
ー
ビ

　
ス
を
用
意
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

　
●
U
R
L
  http://w

w
w
.sun-green-fountain.jp/
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6団体合同で行われた開所式でのテープカット

カマを使い下草を刈る参加者

経営支援情報
システム　等

地域力連携拠点の支援の流れ

悩む中小企業

○コーディネーターによる掘り起こし
○他機関との連携による案件発掘

＊パートナー機関（金融機関、農協等）
＊業界団体
＊商工会・会議所
＊自治体　等

拠点に相談
経営診断による
状況把握

経営戦略
の立案

システムの導入

新たな販路開拓

事業転換

ビジネスマッチング

データ活用

データ入力

派遣 活用

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

地 域 力 連 携 拠 点
（コーディネーター）

（企業OB、コンサルタント、
　中小企業診断士　　等）

・政府系金融機関
　　　信用保証、補助金
・JETRO等による
　　　海外進出支援　等

専門人材 国等の支援施策

中小企業基盤整備機構「中小企業振興」6月1日号より転載

整備作業後に豚汁が振舞われた

　山梨県中央会は6月7日、県森林公園「金川の森」（笛吹市・一宮町）に

おいて、当会創立50周年記念事業の一環として植樹した「中小企業の森」

の草刈り等の整備作業を会員ら約170人が参加し行った。

　草刈りの開始前に開会式が催され、主催者である内藤会長のあいさ

つ後、来賓の荻野笛吹市長と県有林課中田課長補佐があいさつを行っ

た。続いて商工中金の福田甲府支店長、当会の宮川名誉会長、勝俣副会

長、松葉副会長、渡辺副会長が紹介された。また、会員組合である県山

砕石(協)から協賛金と県から苗木が50本贈呈された。

　整備作業は毎年6月に実施され、ちょうど梅雨の時期と重なること

もあり、昨年は降りしきる雨の中での作業となったが、今年は曇り空

の下、参加者は持参したカマなどを使い下草刈りや植樹した苗木に絡

みついたツタを切り取り汗を流した。

　午前中には参加

者の協力を得て予

定された作業を終

え、昨年同様、根付

かずに枯れた場所

には、新たにコナ

ラやクヌギの苗木

50本が補植された。

下草刈り終了後、

参加者にお弁当と

豚汁が振舞われ解

散となった。

　
６
月
２
日
、
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の
合
同
開
所
式
が
中
小
企
業
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
様
々
な
経
営
課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

す
る
機
関
を
中
小
企
業
庁
と
経
済
産
業
局
が
選
定
す
る
も
の
。こ
の
支
援

事
業
を
行
う「
地
域
力
連
携
拠
点
」と
し
て
、全
国
で
３
１
６
ヶ
所
、山
梨
県

内
で
は
中
央
会
の
他
、
山
梨
県
商
工
会
連
合
会
、
や
ま
な
し
産
業
支
援
機

構
、甲
府
商
工
会
議
所
、山
梨
中
央
銀
行
、都
留
信
用
組
合
の
合
計
６
団
体

が
事
業
採
択
を
受
け
た
。

　
６
団
体
に
よ
る
合
同
開
所
式
で
は
、
関
東
経
済
産
業
局
中
小
企
業
課
の

星
野
勝
之
課
長
、山
梨
県
商
工
労
働
部
の
廣
瀬
正
文
部
長
か
ら
の
来
賓
祝

辞
が
あ
っ
た
後
、６
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、事

業
開
始
と
な
っ
た
。

　「
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
」は
本
年
度
の
中
小
企
業
施
策
の
新
規
の
重
点

事
業
で
、平
成
22
年
度
末
ま
で
の
３
年
間
の
事
業
。中
小
企
業
が
直
面
す
る

経
営
力
の
向
上
や
新
事
業
展
開
、事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に
対
し
て
、

各
拠
点
に
配
置
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
専
門
家
と
協
力
し
な
が
ら
、

経
営
課
題
の
抽
出
、問
題
点
解
決
の
た
め
の
計
画
立
案
、実
行
な
ど
を
継
続

的
に
支
援
す
る
。そ
の
他
に
も
、地
域
資
源
活
用
や
農
商
工
連
携
に
よ
る
新

規
事
業
の
開
拓
、
創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
後
継
者
対
策

を
含
め
た
事
業
承
継
支
援
な
ど
の
幅
広
い
支
援
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

　
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
各
拠
点
が
必
要
に
応
じ
て
パ

ー
ト
ナ
ー
を
選
定
、
連
携
す
る
こ
と
で
事
業
効
果
を
高

め
る
取
り
組
み
が
可
能
な
点
で
、
中
央
会
は
山
梨
県
民

信
用
組
合
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
が
お
つ
な
げ
て
と
パ
ー
ト

ナ
ー
連
携
を
組
ん
で
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　
中
央
会
で
は
会
員
組
合
を
通
じ
て
組
合
員
で
あ
る
中

小
企
業
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
山

梨
県
民
信
用
組
合
の
県
内
全
域
に
あ
る
支
店
営
業
網
を

通
じ
て
得
意
先
で
あ
る
中
小
企
業
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
寄

せ
て
も
ら
い
、
そ
の
経
営
課
題
解
決
に
中
央
会
指
導
員

が
取
り
組
ん
で
い
く
。ま
た
、地
域
資
源
活
用
や
農
商
工

連
携
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
が
お
つ
な
げ
て
と
連
携
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
開
拓
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
地
方
の
経
済
力
回
復
の
た
め
に
は
、
特
に
地
域
の
経

済
社
会
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
中
小
企
業
の

経
営
安
定
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
直
面

す
る
様
々
な
経
営
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る「
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
」の

役
割
は
大
き
い
。
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　このコーナーは、日頃の疑問や
意味がよく分からない業界用語、
ちょっと気になる情報、知ってる
と得する豆知識等々を紹介します。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、毎
年
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る「
熱

中
症
」。

　
毎
年
、話
題
に
な
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
、ど
の

く
ら
い
熱
中
症
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
夏
本
番
！
熱
中
症
の
予
防
、対
処
法
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
熱
中
症
」
は
日
射
病
や
熱
射
病
な
ど
の
総
称

で
、「
高
温
下
で
の
運
動
や
労
働
の
た
め
、発
汗
機

構
や
循
環
系
に
異
常
を
き
た
し
て
起
こ
る
病
気
。

体
温
上
昇
、
発
汗
停
止
と
と
も
に
虚
脱
・
け
い
れ

ん
・
精
神
錯
乱
・
昏
睡
な
ど
を
起
こ
し
、生
命
の
危

険
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
少
し
簡
単
に
言
う
と「
暑
熱
環
境
下
に
長

時
間
い
た
り
、運
動
な
ど
で
体
内
の
熱
を
多
く
発

生
さ
せ
た
時
に
体
温
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
い

か
ず
、
全
身
に
様
々
な
不
調
を
起
こ
す
こ
と
」
で

す
。�

　
特
に
、
日
差
し
が
強
く
な
り
、
気
温
が
グ
ン
グ

ン
上
昇
す
る
夏
は
症
状
の
進
行
も
、考
え
て
い
る

以
上
に
早
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
  

①
外
出
時
に
は
帽
子
を
被
り
、通
気
性
の
良
い
服

を
着
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。

②
定
期
的
に
少
し
ず
つ
水
や
お
茶
な
ど
で
水
分

補
給
を
行
う
。特
に
夏
場
は
、汗
と
い
っ
し
ょ

に
体
内
の
塩
分
が
失
わ
れ
る
た
め
、手
軽
に

飲
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
又
は
0
・
1
%

程
度
の
塩
水
を
補
給
す
る
の
が
良
い
と
さ
れ

る
。

③
体
調
や
年
齢
を
考
え
る
。寝
不
足
や
風
邪
気
味

な
ど
体
調
が
悪
い
と
き
は
、炎
天
下
で
の
外

出
や
ス
ポ
ー
ツ
は
控
え
る
。ま
た
自
分
の
年

齢
と
体
力
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

●
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
　

　
ポ
イ
ン
ト
  

　
応
急
処
置
の
基
本
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

①
涼
し
い
場
所
や
日
陰
、ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部

屋
な
ど
に
移
動
し
て
休
む
。

②
衣
服
の
ボ
タ
ン
や
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
等
を
ゆ

る
め
て
休
む
。

③
氷
や
水
で
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
を
手
足
に
当
て

冷
や
す
。又
は
う
ち
わ
や
タ
オ
ル
な
ど
で
体

に
風
を
送
っ
て
冷
や
す
。

④
水
分
補
給
を
行
う
。失
わ
れ
た
塩
分
を
補
給
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
塩
水
か
吸
収
性
の
高
い

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
少
し
ず
つ
、何
回
に

も
分
け
て
補
給
す
る
。

　
症
状
の
軽
い
場
合
は
、こ
う
し
た
応
急
処
置
が

自
分
で
も
、人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
で
も
可
能

で
す
が
、
症
状
が
重
い
場
合
は
、
直
ぐ
に
病
院
に

行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
暑
い
毎
日
が
続
き
ま
す
が
、体
調
管
理
を
行
い
、

「
熱
中
症
」に
は
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
水
分
は
日
頃
か
ら
上
手
に
摂
取
す
る
こ
と

に
心
掛
け
、寝
起
き
・
入
浴
前
後
・
就
寝
前
に
コ

ッ
プ
1
杯
の
水
か
お
茶
を
飲
む
こ
と
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
吸

収
性
に
優
れ
て
お
り
、夏
場
や
運
動
後
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　皆さまにおかれましては、日頃よリ格別のご愛顧を陽りまして、誠にありがとう
ございます。
　さて、昨年5月に「株式会社商工組合中央金庫（新商工中金）法」が成立し、商工中
金は、本年10月1日に協同組織金融機関から特殊会社（特別の法律に基づく株式会
社）に移行いたします。
　つきましては、特殊会社（株式会社）化に伴う手続、新商工中金の目的・役割や経
営方針等を以下のとおりとりまとめましたので、ご一読いただければ幸甚に存じ
ます。
　引き続き、皆さまから信頼され、支持され、今まで以上にお役に立てるよう、役職
員一人ひとりが努力を続けてまいる所存でございます。今回のご案内により、皆さ
まが、商工中金の株式会社化についてのご理解を深めていただき、今後とも変わら
ぬ格別のご指導とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

  ①出資者の皆さまには、出資口数に応じて株式が割り当てられます。また、お借入、ご預
  　金等に関する特段の手続は不要です。

●株式会社化に向けた主なスケジュール（20年）
　6月　　　　総代会の開催 新商工中金の定款事項や株式の割当て方法等が記載され 
 る「転換計画」の承認を予定しております。
 ※6月の通常総代会とは別に開催する可能性もあります。
　総代会後 　転換計画の概要 総代会で承認された転換計画は、その概要がすべての出  
　　　　　　 の通知と公告等 資者の皆さまに通知され、公告されます。併せて、株式割 
 り当て等に関する手続（株主票等の書類の提出など）をご 
 案内する予定です。
　　　　　　 反対出資者によ 転換に反対する出資者は、転換計画の概要の公告日から
　　　　　　 る出資払戻請求　20日以内に、書面により商工中金に払戻しを請求した場 
 合、新商工中金法の規定により「出資額に相当する金額」 
 （1口100円）が払い戻され、商工中金を脱退することと 
 なります。
 ※出資払戻しの結果、組合員が取引資格を失うことがありますの 
 で、ご留意ください。また、出資払戻し手続等についてご説明いた 
 しますので、お取引支店にお早めにお問い合せください。
　7月以降　出資譲渡禁止期 予め官報等で公告した上で、株式会社化までの一定期間、
　　　　　  間の開始 出資譲渡を禁止することを予定しています。（注）
　10月1日  株式会社化 転換計面に基づき、出資□数に応じて株式が割り当てら 
 れます。（脱退した反対出資者は除かれます。）株券交付は 
 10月下旬頃を予定しています。
　（注）譲渡禁止期間の開始前においては、従来通り、譲渡・譲受が可能です。譲渡・譲受についてはお取
　　　引支店にお問い合せください。
●出資者の皆様にお願いしたいこと
・組合員の皆様に対しても、商工中金の株式会社化についてお知らせください。
・代表者名、お取引印鑑などの届出事項に変更がある場合、お取引支店へその旨を届け出
　てください。
・組合員からの預け金等による商工中金への出資がある場合、お取引支店へお問い合せ
　ください。

  ②商工中金の中小企業金融の円滑化という目的・役割は不変です。

●新商工中金の目的等
・目的は、完全民営化の実現に向けて経営の自主性を確保しつつ、主として小規模の事業者
　を構成員とする団体（中小企業組合）及びその構成員（組合員）に対する金融円滑化です。
・主たる貸付対象は、引き続き中小企業団体（中小企業組合）とその構成員（組合員）等です。
・災害発生や経済・金融秩序の混乱等の危機時に対応する機能も維持されます。

  ③特別準備金（約3,900億円）が確保され、強固な財務基盤が確立されます。

●特別準備金の額
・特別準備金の額は、主務大臣により以下の①と②の合計額となることが決定しました。
　①既存の政府出資約4.054億円のうち政府の一般会計からの出資金の額（約3,038億円）
　②利益剰余金の額のうち出資額按分により算出される額（約856億円）
　※上記の金額は19年3月末日の貸借対照表等をもとに算出したものであり、実際の金額は20年9月
　　末日の貸借対照表等を基に算出されます。
●特別準備金の性格
・自己資本比率の計算上、資本金等と同様に中核的資本に算入されます。
・償還等の義務はなく、欠損補てんが可能です。
・配当や利息支払いは生じず、議決権は存在しません。
・株式の配当財源にはできません。
 
  ④中小企業金融の円滑化という使命を果たしつつ、収益力の向上に努め、長期安定的に
　  企業を向上させ、安定配当を志向した経営を行います。

●第一次中期経営計画（20年10月～24年3月）の概要

　1.中小企業のお客様のニーズに応じたソリューションを提供します
　2.資金をお預けいただくお客さまのニーズに応じたサービスを提供します。
　3.適正なリスク管理のもとで運用資産を多様化します
　4.財務基盤強化の向けた取り組みを行います。
　5.経営戦略の実現に向けた体制整備を行います。

●収益計画
 18年度 完全民営化時点
 （実績） （株式会社後おおむね5～7年後）
　　経営利益 282億円 400～500億円程度
　　当期純利益 142億円 250～300億円程度

  ⑤商工中金の株式は未上場ですが、一定の流通性を確保できるよう、全国規模の特定の
　  証券会社を通じた株式の売買の仕組みを検討中です。

●全国規模の特定の証券会社を通じた株式の売買の仕組み
・相対売買では売却先が見つけられない場合等に備え、全国規模の特定の証券会社の本
　支店で売買の注文を受け付け、売買を成立させるものです。
・この株式の売買の仕組みは、21年1月の運用開始を予定しております。

 お問い合せ先（ご不明な点は、本店又はお取引支店に、お気軽にお問い合せください）

　商工中金　本店　総務部・民営化準備室　フリーダイヤル（0120-674-311）
　http://www.shokochukin.go.jp/（より詳細なパンフレット等も掲載されております）
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s風土記の丘 農産物直売所 
    （有限責任中間法人中道農産物加工直売組合）

  場　所　甲府市下曽根1063-1
  　　　　（中央自動車道甲府南インターチェンジ横）
  連絡先　TEL.055-266-3858  
  　　　　FAX 055-266-5816

　　

山梨県中小企業団体中央会  連携開発観光部  連携支援課  輿 水 一 篤

～地元ブランドもろこしを活かした絶妙な味～

　風土記の丘農産物直売所（中道農産物加工直売組
合）では、もろこしの収穫期となる6月～9月中旬ま
での期間限定で、今年も「もろこしアイス」を販売し
ている。「もろこしアイス」（300円）は昨年の6月に開
催した同直売所の「もろこしフェア」から9月まで限
定販売し好評を博した。テレビ、ラジオの情報番組で
もリポーターが紹介するなど、直売所の「夏の新たな目
玉商品」となっている。
　ほんのり薄いクリーム色のバニラに、黄色の粒々が散

りばめられているこのアイスは、バニラと地元（旧中道町）のブランドもろ
こし「きみひめ」の甘味がほどよく調和し、もろこしの粒の食感と風味がい

っしょに楽しめます。甘味が
強くて、皮がやわらかい「きみ
ひめ」の特徴が十分にいかさ
れた絶妙なお味の一品となっ
ている。
　組合では、平成18年から地
元（旧中道町）の特産品を活か
した製品づくりの検討を始め、結果、他との差別化を図るため、数ある特産
品の中でも、中道町の「もろこしブランド」である「きみひめ」を使用したア
イスクリームを甲府市の協力を得ながら、約1年かけて完成し、昨年の6月
から期間限定で販売を始めた。
　同直売所では、地元で収穫される豊富な種類の旬の野菜や果物の販売を
中心に行っている。1年中を通して県内外から多くの人が訪れ、特に夏場は、
朝から店内は人で溢れかえるほどの盛況ぶりである。
　ぜひ、一度、「もろこしアイス」を味わってみてはいかがでしょうか。

風土記の丘
農産物直売所

至甲府駅

至精進湖

笛吹
川中央自動車道

●
県立考古博物館

甲府南I.C

至
松
本

至
身
延

至
御
坂

至
東
京

■2008年版 中小企業組合必携
（全国中小企業団体中央会 著）

●価格 4,725円（税込）　※別途送料が300円かかります。

　大幅に改訂した2007年版を加筆修正し、税務面については税制改正に伴
い追加および改訂しました。

■中小企業組合 実務ハンドブック
（全国中小企業団体中央会 編）

●価格 36,750円（税込）　※別途送料が300円かかります。

　組合運営に必要な諸規程をはじめ各届出様式、申請書様式、諸資料などを
収録。制度や法律の改正にあわせて「追録」（有料）を送付しますので、常に最
新の内容で活用できます。

■中小企業組合 理事のためのQ＆A 
（清水　透 著）

●価格 1,575円（税込）　※別途送料が300円かかります。

　事業協同組合、企業組合、商工組合、商店街振興組合を対象に、中小企業組
合理事の役割を他の法人と比較しながらＱ＆Ａ方式で解説してあります。

　問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会　総務課　千野
　　　　　　　　Tel.055-237-3215

　厚生労働省では、6月を「男女雇用機会均等月間」と定め、職場における男女均
等について労使を始め社会一般の認識と理解を深める機会としています。本年
度については、以下の目標を掲げて月間を実施します。

①労使を始め社会一般に対する均等法の一層の周知徹底
②ポジティブ・アクションの促進
　（ポジティブアクションの趣旨及び内容の正しい理解の促進）

～女性のプラスは企業のプラス～
DO！ポジティブ・アクション

①周知・広報事業の実施
　月間周知用ポスターの作成配布。各種媒体を通じた周知活動を実施。
②協力依頼の実施
　関係行政機関・報道機関・使用者団体・労働団体等に月間実施の協
　力を依頼
③ポジティブ・アクション実践研修の開催
　具体的取り組みを推進するための研修を全国で開催する。

平成20年6月1日から30日までの1ヶ月

目標

テーマ

実施
内容

期間

●主唱：厚生労働省

「70歳まで働ける企業」
シンボルマークとキャッチフレーズが決まりました。

dキャッチフレーズ
bシンボルマーク

70歳の「70」をいきいきと笑顔で働く高齢
者にデザインし、「70歳まで働ける企業」の
普及・促進をイメージしました。
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　四川省地震被害義援金のご協

力ありがとうございます。国内

に目を向けてみても、近年北陸

地方を中心に大規模な地震が発

生しています。地震予想のよう

な事前情報があれば少しは被害

縮小に繋がると思いますが、実

現は難しいのでしょうか？

ご意見・ご要望は、

中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   

FAX 055-237-3216

E-mail webmaster@chuokai-

yamanashi.or.jp

編 集 後 記

　平成20年3月新規学校卒業者の就職状況につきましては、企業の採用意欲は高いものの、求人数・就職内定
率ともにわずかながら前年を下回る結果となりました。
　また、依然として未就職のまま卒業する者や安易にフリーターを選択する者、一度は就職しても早期に離職
する者も多数存在している状況にあり、新規学校卒業予定者が早い時期に多くの求人、幅広い職種・業種の求
人の中から自分に適した職業を選択するためには、事業主の皆様方からの早期求人申込みが必要不可欠であ
ります。
　山梨県内の新規高等学校卒業予定者のうち、就職希望者の約9割が県内への就職を希望しており、こうした
新規学校卒業予定者の地元就職の希望に応え、若年労働者の採用・育成を図ることが、企業の活性化につなが
るものと存じます。
　事業主の皆様方には、これから社会へ出ようとする若者が自らの能力を十分に発揮し、意欲に溢れた職業生
活が送れますよう「新規学校卒業予定者の採用と早期求人確保」にご理解とご協力をお願いいたします。

～来春卒業予定者の求人票の提出はお早めに！～

●求人の申込みに関する問い合わせは、管轄のハローワークにお願いします。

山梨労働局

■424,000円
　都留信用組合

■100,000円
　山梨県森林整備生産事業協同組合

■50,000円
　山梨県バス事業協同組合

■45,000円
　上野原機械器具工業協同組合

■35,000円
　甲府市資源回収協同組合

■30,000円
　山梨県重機･建設解体工事業協同組合

■20,000円
甲斐市一般廃棄物協同組合、甲府市管工事協同組合、湯

村温泉旅館協同組合

■10,000円
石和温泉旅館協同組合、協同組合国母工業団地工業会、

協同組合山梨県写真師協会、峡南林業整備生産協同組合、

甲府建具協同組合、北杜市環境事業協同組合、身延砂利

協同組合、山梨県環境計量事業協同組合、山梨県室内装

飾事業協同組合、山梨県自動車整備商工組合、山梨県事

務機文具商協同組合、山梨県食品工業団地協同組合、山

梨県新聞販売商業協同組合、山梨県造園建設業協同組合、

山梨県電気工事工業組合、山梨県トラック事業協同組合、

山梨県トラックターミナル協同組合、山梨県板金工業組

合、山梨生コンクリート協同組合、有限責任中間法人い

ずみそば組合、富士観光開発㈱

■5,000円
上野原織物工業協同組合、かすが商店街振興組合、協同

組合ファッションシティ甲府、協同組合山梨安心サービ

ス、甲府ガス協業組合、笹一グループ事業協同組合、富士

川中流砂利協同組合、山梨県商店街振興組合連合会、山

梨県電機商業組合、㈱山梨重機

※その他企業、個人からもご寄付を頂いております。

6月23日現在で下記の組合等からご支援をいただいております。


